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2024年 2月 24日 

文責：木下達文 

 

「第 27回 JR京都駅ビル大階段駈け上がり大会」における 

「京都橘大学・熊野再発見プロジェクト」の参加報告 

 

１．事業概要 

 京都橘大学・熊野再発見プロジェクトは、2015 年 6月に、和歌山県東牟婁郡那智勝浦町

の地域振興支援を目的として組織化され、2016 年 6 月には和歌山県・那智勝浦町・京都橘

大学で地域包括協定の締結にまで進むことができた。2016年から那智勝浦町観光協会が JR

京都駅において開催している「大階段駈け上がり大会」における地域振興事業に連携協力

をはじめ、本年は 7 回目となる。なお、2021 年および 2022 年は、新型コロナウイルスの

影響により中止となり、昨年から再開された。ついては、下記のような連携支援を行った。 

 

目的：那智勝浦町観光協会への連携支援 

   「町観光事業 PR」の支援 

   ※本年は主催者側の都合により、町による駈け上がりおよびその支援はなかった 

 

日時：2023 年 2月 23日（金）  駈け上がり大会自体は 10:30～15:30頃まで開催 

 

場所：観光 PRは JR 京都駅中央口前の広場周辺 

 

参加： 

＜観光事業 PR＞ 

参加形式：PR活動は 11 時半から 12時半頃まで、JR 京都駅中央改札付近の広場にて、那智

勝浦町の法被を着たり、非公式キャラクターである「こどうくん」「くまのちゃん」「ま

ぐろちゃん」を利用して観光 PR用のチラシ配布（500部）を実施した。逆に、従来から使

用してきた平安衣装については今回あえて使用しなかった。なお、観光 PRに関して今年は

他地域とのコラボはなく、単独での活動となった。 

 

参加学生：京都橘大学生 

［PR 隊］計 8名 

 中村恭菜 （女子：経済学科 3 回生） 

福永大河 （男子：経営学科 3回生）☆ 

山本 遼 （男子：経営学科 3回生）☆ 

田中伶治 （男子：歴史学科 1回生） 

安達雄樹 （男子：建築デザイン学科 1回生） 

植西桂太郎（男子：建築デザイン学科 1回生） 

松下さくら（女子：建築デザイン学科 1回生） 

岩田孟也 （男子：総合心理学科 1回生） 
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※全てまちづくり研究会のメンバー 

※この内、☆印のある 2 名は昨年も参加。また、男子 2 名がキャラクターの着ぐるみ 

に入り、他の学生および教員は町の法被を着用し、熊野再発見プロジェクトのネー 

ムカードとロゴシールを装着して活動。なお、参加予定をしていた 1 名が体調不良 

により欠席した。 

 

那智勝浦町関係者 

藤原健一（那智勝浦町観光機構事務局長） 

※JR 連合西日本旅客鉄道労組組合和歌山地方本部の方数名の協力有り 

 

大学関係者 

 木下達文（京都橘大学経営学部経営学科・熊野再発見プロジェクト担当） 

 前田一馬（京都橘大学経済学部経済学科・観光学系担当教員） 

 

 

２．事業報告 

 

○観光 PRについて 

 今回の京都駅大階段駆け上がり大会への参加事業は、昨年同様に「那智勝浦観光機構」

と京都橘大学・熊野再発見プロジェクトがコラボする形で実施した。那智勝浦町関係者が

1 名、京都橘大学関係者は学生 8 名、教員 2 名が参加した。当初参加予定だった学生 1 名

が体調不良により欠席となった。当日は朝から小雨がふる天候であったが、次第に雨が止

んだものの寒い中での PR活動となった。 

ただ、地域連携センターを通じて学内のまちづくり研究会のメンバーが最終的に多数参

加できることとなり、主催者側の都合により急遽疾走がなくなったものの観光 PRに関して

は時間内に予定していたチラシ 500 部を配布することができた。JR西日本労組側の配布応

援（5 名程度）があったのも大きかった。開始時間が直前で変更となり 11 時 30 分に変わ

ったこともあり、集合時間を遅らせての活動となった。今年は、事前に機構側がチラシの

袋詰め作業を行って来ていただいたので、その作業はなく配布活動が中心となった。朝か

ら雨模様であったため、チラシ配布場所や配布方法をどうするかはギリギリまで懸念があ

ったが、天候回復で無事に終えることができた。この時期は例年寒さが厳しいので、学生

達には事前に服装などについてのアナウンスを行っていたことと、平安衣装は装着しなか

ったので、震え出す学生はみられなかった。 

今回は 3連休初日ということもあり、京都駅は例年になく混雑をしており、PRについて

はとても良い状況であった。また、他地域と一緒に行う必要がなく単独での活動であった

ためエリア的な制約は昨年よりも少なかった。昨年は、熊本県がご当地キャラクターであ

る「くまモン」を登場させるなどの演出を行いかなりの盛り上がりを見せたのに対してこ

ちらは着ぐるみがなかったが、今年はキャラクターを登場させることにより駅前に来る人

々からの撮影に応えるなどして、昨年よりも大きな効果を得た。 

学生たちは PR活動が終わった段階で原則活動終了とし、当初町側がお弁当を配布すると
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していたが、それを食事券の配布に切り替えられ、各自で昼食をとるという形をとった。 

 

   

     駈け上がり大会のメインステージ        JR 京都駅ビル大階段 

 

 

 

 
                 観光 PR の様子 
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○全体的な総括 

 そもそも、町の状況としてインバウンド観光はもどってきてはいるものの、観光動態と

して昨年度は約 1,100 万人（宿泊利用＋日帰り利用）にとどまっている。大学が連携して

いた 2018年頃は 1,500 万人を超えていたので、観光 DMO展開をしてはいるものの、その時

期を大きく下回っている。また、町の人口は 2018 年に 15,000 人台であったが、現在は

13,000 人台まで落ち込んでおり、当時の状況よりも人口減少の割合が高くなっている。こ

こ数年のスピードで人口減少した場合、2060年代に人口が 0人になる計算となり、一層の

政策転換が必要であろう。 

 そうした状況の中、地域包括協定を結んでいる大学としては京都で支援できる部分に

ついては可能な限り対応しており、2024 年の「京都駅ビル大階段駈け上がり大会」では

新型コロナウイルスが 5類に移行して初めてのイベントとなった。京都はコロナ前よりも

インバウンド観光が増える状況で、開催場所となった京都駅利用者が例年以上に多く、天

候の問題はあったものの京都駅利用者に対して町の PR を行うにはこれまで以上に良い機

会となった。観光 PRの方は、昨年は「温泉」をテーマとしたが、今年はとくにテーマ設定

はなく、町の案内のみとなった。 

 昨年の PRアイテムとして那智勝浦町ののぼり旗を 3種とバナーを利用したが、風の関係

も有り効果は薄かった。その反省と、昨年から熊本県がくまモンを利用するなどキャラク

ターによる PRが可能となったため、那智勝浦町としては 2016年に実施し効果が非常に高

かった非公式キャラクターの「こどうくん」「くまのちゃん」「まぐろちゃん」を利用で

きないか検討を行った。かなり時間が経過していたこともあり、当初保管場所の確認がで

きなかったが、最終的に存在の確認ができ当日に間に合わせることができた。依頼調整も

ぎりぎりにならざるを得ず、着ぐるみに入る学生を当日決定するなどの対応となってしま

ったのは、反省点として残る。 

学生も初めてその場で対応することもあり、最初はぎこちない動きであったが、次第に

来場する人たちにあわせてパフォーマンスを行うなどできるようになっていったのは幸い

であった。単なる配布だけでなく、キャラクターがいることでの「集客」に繋がった。と

くに家族連れや外国人などに対しては大きな効果があり、記念撮影を希望されることとな

り、そのことがさらなる情報（画像）拡散に繋がる可能性が期待できる。一方、まちづく

り研究会の学生たちにとっては、こうしたイベントにおける PR活動の意味を体験的に知っ

たり、その醍醐味を感じる契機となったと考えられる。こうしたことは授業でどんなに説

明しても伝えることはできない。 

 最終的にある程度の効果を得ることができたが、今年も昨年同様準備がぎりぎりとなり、

学生や町と事前に企画調整をする時間がとれなかったのが残念である。機構の方も人的対

応が難しいようで、組織そのものの運営に対する不安が残る。来年、もし実施をする場合

は、早くに混合チームの編成を考えるか、それが難しい場合は大学側は観光 PRに特化して

対応を進める形にした方がスムーズにいくと思われる。 

 

○メディア掲載 

・2024 年 3 月 16日（土）に KBS京都の番組内 19時 00分～19時 55分で駈け上がり大会の

様子を放送。 
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全体集合写真 


